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|三
明月
A -=百

三街
蒜町
ょ議
い曾
ま報
1えとヒ

つロ
く

ヘ

総
額
六
十を

超鐘

杢31
w 千
当五初 百
予 万
算 円
を

平
成
七
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で

の
八
日
間
に
わ
た
っ
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
七
年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
川
内
町
税
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
二
十
一
議
案
等
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
算
か
ら
順
を
お
っ
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
画
の
伸
び
率
を
大
幅
に
上
回
る
新
た
に
下
水
道
特
別
会
計
を
設
け

予
算
規
模
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
る
積
極
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す

。

又

、

住

民

参

加

で

環

境

保

全

問

題

目
的
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
社
を
考
え
る
べ
く
、
ご
み
減
量
化
活

会
福
祉
面
に
わ
い
て
は
、
高
齢
者
・

動
へ
の
支
援
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

障
害
者
に
対
す
る
保
健
福
祉
の
推
ま
す
。
保
健
衛
生
面
で
は
、
健
康

進
及
び
計
画
検
討
、
地
域
産
業
の
守
つ
く
り
の
充
実
を
目
指
し
、
又
小

育
成
に
つ
い
て
は
ソ
フ
ト

・
ハ
l

児
成
人
病
対
策
事
業
も
前
年
度
に

ド
事
業
の
推
進
及
び
支
援
、
又
生
引
き
続
き
充
実
を
図
る
予
算
と

活
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
は
合
併
な
っ
て
い
ま
す
。

処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
の
基
数
拡
ハ

l
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、
消

大
を
図
り
な
が
ら
、
今
年
度
か
ら
防
施
設
等
の
生
活
関
連
施
設
の
整

予

算

の
概

要

平
成
七
年
度
予
算
を
見
ま
す
と
、

歳
入
に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源
で

あ
る
町
税
は
減
収
の
見
込
み
で
、

基
金
の
取
崩
し
な
ど
一
時
的
な
財

源
措
置
に
よ
り
、
予
算
規
模
の
年

度
聞
の
均
衡
を
保
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政

備
、
圃
場
整
備
事
業
等
に
よ
る
農

業
基
盤
の
整
備
、
社
会
教
育

・
義

務
教
育
施
設
の
整
備
等
に
も
充
分

考
慮
さ
れ
た
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
A
7
年
度
は
、
住
民
の

生
活
に
密
着
し
た
町
道
の

改
良
等
に
重
点
的
な
予
算

軍

配
分
を
行
い
、
早
急
な
整

備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

予
算
規
模
は
、
一
般
会

計
四
十
億
九
千
七
百
万
円
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

七
億
二
千
八
百
万
円
、
老

人
保
健
特
別
会
計
十

一
億

五
千
五
十
四
万
五
千
円
、

簡
易
水
道
特
別
会
計
一
億

八
千
八
百
二
十
六
万
五
千

円
、
公
共
下
水
道
特
別
会

計
三
千
二
百
二
万
二
千
円
、

一
般

会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
合
計
で

は
六
十
一
億
九
千
五
百
八
十
三
万

二
千
円
で
、
対
前
年
比
で
は
七
・
六

%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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市佐雪量画層圏fKJ
40億9，700万円

平成 7年度予算の66.1%を占める一般会計は、前年度と比較して 6%の

増となっています。

• 
生活・環境づくり
・交通安全施設整備(カーブミラーなど)

(千円)

6，841 

57，872 
158 

7，000 
2，000 

779，756 

・合併処理浄化槽設置補助(地域によります)

.不法投棄のゴミ対策

・清掃センターの施設改修

・廃棄物減量化推進事業補助金

・身近な道路の改良(6・7年度、重点的に整備)

.がけ崩れ防災対策事業(2か所) 12，800 

18，408 ・消防施設・設備の充実

福祉・健康づくり

ミミ産業づくり

-ふれあい市場開設事業、施設園芸振興事業など

.農業基盤整備

(圃場整備、農道改良、水路改良、換地業務等)

・中山間事業実施計画を策定

・林道整備事業

・有害鳥獣被害防止対策事業に対する補助金

(千円)

-温泉利用施設マスタープラン作成 500 

・要介護老人の入所措置 143，183 
・デイサービス事業(カリラヤ荘、えぐも 39，463

・在宅介護支援センター開言引力i~Lz二ヤ荘)--____ _ .._ 11，231 
・全体障害者百万舟音置一一 44，625 
・医療費助成の対象を引き上げ、(零歳児から三歳未満児)9，800 
・各種の健診事業 29.020 

・女性の健康づくりのための食生活の改善指導、各種健診 1，590 

・小児成人病予防対策事業 4，214 

ひと・ゆとりづくり
-地区集会所の整備事業

・観光施設の整備(唐岬の滝公衆便所新設など)

.学校施設、幼稚園、保育園改修・整備

・中央公民館空調設備の改修

・テニスコートの改修整備

・中学生の海外派遣事業への助成

.生涯学習事業

・地区公民館活動助成

・ふるさとづくり推進事業
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(千円)

2，152 

244，621 

4，000 
23，805 

3，016 

(千円)

53，877 
10，929 

21，750 
33，500 

4，900 
270 

4，486 
2，308 

7，000 

• 



信吾骨量亘坐?}@OO
20億9，883万2千円

各特別会計は、前年度と比較して 8----10.2%の増となっています。又、

今年度、新たに公共下水道特別会計が設けられました。

• 
国

民

健

康

保

険

特

別

会

計

主
と
し
て
自
営
業
の
人
な
ど
が

加
入
し
て
い
る
国
保
会
計
は
、
総

額
七
億
二
千
八
百
万
円
で
昨
年
よ

り
五
千
四
百
万
円
(
八
・
O
パ
ー
セ

ン
ト
)
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
被
保
険
者
数
の

減
少
率
の
鈍
化
や
一
人
当
た
り
医

療
費
の
伸
び
に
伴
う
医
療
給
付
費

の
見
込
み
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

• 
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
加

入
し
て
い
る
こ
の
会
計
は
、
総
額

十

一
億
五
千
五
十
四
万
五
千
円
で

昨
年
よ
り
一
億
二
万
九
千
円
(
九
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
高
齢
化
に
伴
う
老
人

医
療
受
給
者
数
及
び
一
人
当
た

り
医
療
費
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
、

医
療
給
付
費
の
見
込
み
増
に
よ

る
も
の
で
す
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

町
内
の
飲
料
水
の
大
部
分
を

供
給
し
て
い
る
簡
易
水
道
会
計

の
予
算
は
、
総
額

一
億
八
千
八

百
二
十
六
万
五
千
円
で
昨
年
よ

り

一
千
七
百
四
十
七
万
二
千
円

(一

0
・二
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
増

額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
水
道
施
設
整
備
費
(
管

布
設
替
な
ど
)
の
増
加
に
よ
る

も
の
で
す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

A
7
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
事

業
予
算
と
し
て
新
た
に
設
け

た
公
共
下
水
道
会
計
は
、
総
額

三
千
二
百
二
万
二
千
円
で
、
幹

線
管
渠
設
計
が
主
な
も
の
で
す
。

般

議

案

O
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

阪
神

・
淡
路
大
震
災
に
係
る
雑

損
控
除
額
等
の
特
例
を
設
け
た

も
の

O
川
内
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
か
ら
公
共
下
水
道

事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
条
例

改
正
を
す
る
も
の

O
川
内
町
零
歳
児
医
療
費
助
成
条

例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

愛
媛
県
が
、
従
来
の
零
歳
児
医

療
費
助
成
事
業
を
平
成
七
年
四

月

一
日
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
助

成
事
業
と
改
称
し
、
三
歳
未
満

児
ま
で
を
対
象
と
す
る
た
め
、

条
例
改
正
を
す
る
も
の

O
川
内
町
火
葬
料
支
給
条
例
の

一

部
改
正
に
つ
い
て

温
泉
郡
川
内
町
重
信
町
衛
生
組

合
火
葬
場
使
用
料
条
例
の
改
正

に
伴
い
、
川
内
町
火
葬
料
支
給

条
例
支
給
額
を
改
正
す
る
も
の

O
川
内
町
飼
い
犬
取
締
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

愛
媛
県
犬
の
危
害
防
止
対
策
費

補
助
金
交
付
要
綱
の
改
正
に
伴

ぃ
、
不
用
犬
の
買
い
上
げ
に
つ
い

て
平
成
七
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ

る
た
め
、
条
例
改
正
を
す
る
も
の

O
平
成
六
年
度
緊
急
地
方
道
路
整

備
事
業
三
軒
屋
音
回
線
道
路
改

良
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

-4 

〈
報
告
〉

O
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
審
査
報

告
(
戦
後
補
償
問
題
に
つ
い
て

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
)

O
高
速
道
路
等
対
策
特
別
委
員
会

審
査
報
告

O
工
場
等
誘
致
特
別
委
員
会
審
査

報
告

O
下
水
道
整
備
等
促
進
特
別
委
員

会
審
査
報
告

O
地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

審
査
報
告

〈
発
議
〉

O
川
内
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

川
内
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
公
共
下
水
道
特

別
会
計
の
所
管
を
定
め
る
も
の

O
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書



学
校
教
職
員

の
異
動

任
の
先
生
方

お
世
話
に

な
り
ま
し
た

東川 O
教谷校上退
小 小

諭学長学職
校校

川 O
教上転

諭学出
校

竹

田

松

木

北

条

久

子

(父
二
峰
小
学
校
へ
)

毎女泰

事文

一面目j

山

内

雅

博

(
回
滝
小
学
校
ヘ
)

西
谷
小
学
校

校

長

竹

内

嘉

重

(
素
鷲
小
学
校
ヘ
)

'ー
イ丁

川
内
中
学
校

校

長

皆

川

悦

紀

(
教
育
セ
ン
タ
ー
ヘ
)

和

田

浩

(
南
第
二
中
学
校
へ
)

柏

義

一

(
中
島
中
学
校
へ
)

林

裕

美

(
拓
南
中
学
校
へ
)

男

教

三ゐ、

面目日

事文

三主必λ

oHIJ 

教

諭

-. 

任
の
先
生
方

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

川 O
教校上転
宮小

薮諭(長主人
大教以
付育
大乗

属セ

宇野}松
市交 l 
よ郁ょ幸

りり) 子 ) 平

東
小
八
口
小
学
校

教

諭

菅

あ

け

み

(
南
吉
井
小
学
校
よ
り
)

西
谷
小
学
校

校

長

門

屋

淳

子

(
和
気
小
学
校
よ
り
)

川
内
中
学
校

校

長

渡

部

良

温

(
石
井
東
小
学
校
よ
り
)

諭

河

野

健

二

(
重
信
中
学
校
よ
り
)

橋

本

英

樹

(
南
中
学
校
よ
り
)

教

一5

教

諭



よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

O
川
内
中
学
校

校

長

教

頭

教

諭ム
ゲクイシクタ，イジイシクククイシ。ク

看
護
教
諭

イシ

i度河橋神宮川藤近山藤大田中高若日岡高河八 三 高門伊渡
須 須須

遺合本野崎 上 岡藤口田戸井村賀田野 田 賀 野 束 神 賀 田 藤 部

。タ，イシクイシイシク

宏佐英香恭斉ゆ陵恵直二公兼郁益聖 健祐則恵
知 カ

子子樹織子睦 r二 三樹郎子康子業美宏仁二子子孝弘雄温

峯良

専

門

員

養
護
助
教
諭

校

務

員

O
川
上
小
学
校

校

長

教

頭

教

諭クイシタ，。イシクイシィシイシタ，イ〉ろ'クィシタ，クイシタ，イシ

(
敬
称
略
)

亀平水山大日葛大 j度 曽 森大束高野渡和稲石相近野近菅乗
我須

田戸浅原野部部川西村賀口部回葉原原藤口藤野松 田田田

秀秀逸由章好裕郁勇節ゆ恵メ秀 祐真澄洋富キ桂重胤幸
かグ 美知 美サ

美恵子美子次美り子ミ喜学子子江子子子子利子平 男美樹

ク

石

ク

重
ク

井

ク

前

助

教

諭

河

養

護

教

諭

菅

専

門

員

豊

学
校
栄
養
職
員芦田山

校

務

員

。
東
谷
小
学
校

校

長

h
v
八

百

貝

#
3
4

-口
d
J
F

伶

八

ム

削

市

aJ

==ロ

クククム
ゲク

養
護
教
諭

主

事

養
護
助
教
諭

校

務

員

O
西
谷
小
学
校

校

長

文

百

九

主
宰

百
足

教
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園
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園
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績
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収
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flメラレポート

~温泉利用の答申書~

4みわくの里構想

温泉利用の諮問をうけ、川内町にふさわしい

適切な温泉利用基本方向を検討しておりました

温泉利用諮問検討委員会(委員長広川和高氏)よ

り、 3月9日答申書が森町長に手渡されました。

答申書では、農業生産 ・流通条件の整備によ

る地域農業の振興と農業所得の増大を図り、地

域住民 ・高齢者の健康と福祉を増進し、都市と

農村の有機的交流を促進することにより、若者

が定住する活力あふれるまちづくりをみわくの

里構想の基本理念としています。

[みわくの里構想由来]

農業:生産意欲がわく

健康 :温泉がわく

交流 :活力カfわく
泉ム内ノ
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h
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東谷小学校

家庭科教棟砂

成

ぐ事業概要〉
・工事内容 家庭科教棟一一一構造/木造平屋建

床面積/274.61m'

所一一一構造/鉄骨造 2階建

床面積/102.22m'

約130ぱ

便

庭中

79，207，000円

平成6年 7月26日~平成7年 2月20日

8一

-建築費

期-工

目』

フE

3
月
泣
目
、
東
火
口
小
学
校
の
家
庭
科
教
棟
の
完
成

を
祝
う
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
完
成
し
た
家
庭
科
教
棟
は
、
調
理
室
に
加

え
て
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
も
含
ん
で
お
り
、
子
ど
も
た

ち
が
授
業
を
楽
し
み
つ
つ
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
等
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

便
所
の
改
修
、
中
庭
の
整
備
も
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
学
校
生
活
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

. . 



第9回川内町体育協会

ク口ツケ一大会砂

3月31日、河川敷にあるみんなの

広場で第9回ク口ッケ一大会カf開催

されました。

春とはいえ、まだ肌寒い中、熱戦

がくりひろげられました。

試合結果は、以下のとおりです。

- 優 勝町東 2

・準優勝 則之内東 1

・3 位北方西 1

入学式砂

4月10日
町内各小学校入学式

新入生 101名 川上小学校 85名

4月11日

東奇小学校 10名

西谷小学校 6名

川内中学校入学式

新入生 138名 男 64名

女 74名

9一

nメラレポート 園田・

Q f) 
人権モデル事業

4法務大臣感謝状

平成 6年度人権モデル地区として人権思想

の普及高揚に功績があったとして、 3月27日、

愛媛県人権擁護委員連合会長より、法務大臣

感謝状が森町長に伝達されました。



日中友好「少年少女の翼」

研修申

トレポー川内中学校 2年

丸山一哉くん

3月26日から 3月30日まで、日中友好「少年少女の翼j事業の中国研修が行われ、川内町からは、

川内中学校 2年丸山一哉君が選は、れ、中国を視察しました。帰固まもないホットな研修レポートを

ご紹介します。

中
国
に
行
く
こ
と
が
決
ま
り
、

う
れ
し
い
と
思
っ
た
と
同
時
に
、

不
安
が
胸
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま

し
た
。
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
同
志

が
出
会
い
、
旅
を
す
る
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
不
安
は
三
月
二
十

五
日
の
結
団
式
の
時
に
ふ
っ
と
び

ま
し
た
。
す
ぐ
に
皆
と
打
ち
解
け

る
こ
と
が
で
き
、
友
達
も
た
く
さ

ん
で
き
ま
し
た
。

飛
行
機
で
約
四
時
間
で
中
国
の

北
京
に
着
き
ま
し
た
が
、
実
感
が

わ
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
日
本
に
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
少
し

ず
つ
時
聞
が
た
つ
に
つ
れ
、
僕
は

中
国
に
来
た
ん
だ
と
思
え
て
き
ま

し
た
。パ

ス
か
ら
見
た
中
国
の
町
は
、

昔
か
ら
の
古
い
家
も
あ
れ
ば
、
日

本
で
も
よ
く
見
る
ガ
ラ
ス
張
り
の

ピ
ル
も
あ
り
ま
す
。
す
ご
い
勢
い

で
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
何
年
か
先
に
は

日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
何
不
自
由

10-

日
本
人
と
中
国
人
は
友
達
/

/ 

の
な
い
国
に
な

る
に
ち
が
い
な

い
と
思
い
ま
し

た。
中
国
料
理
。

出
て
く
る
料
理

に
は
す
べ
て
手

を
つ
け
ま
し
た

が
、
僕
の
口
に

合
う
料
理
は
ご

く

一
部
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し

た
。
好
み
の
違

い
で
し
ょ
う
か
。

初
め
て
の
買
い
物
は
、
す
ご
く

勇
気
が
い
り
ま
し
た
。
物
価
は
日

本
と
全
然
違
い
、
物
も
あ
ま
り
そ

ろ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
中
国
の
人
の

平
均
的
な
給
料
は
、

一
カ
月
日
本

円
で
約
八
千
円
か
ら
、
七
千
円
だ

そ
う
で
す
。

万
里
の
長
城
は
、
僕
が
中
国
で

一
番
行
き
た
か
っ
た
所
で
す
。

宇

宙
か
ら
見
え
る
唯

一
の
建
物
と
い

う
だ
け
あ
り
、
す
ご
く
険
し
く
長

い
も
の
で
す
。
道
も
で
こ
ぼ
こ
が

-• 



が
話
し
か
け
る
よ
う
に
.

な
り
、
あ
た
り
が
に
ぎ

や
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た。
文
芸
交
流
で
の
日
本

側
の
出
し
物
は
、
空
手
、

踊
り
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏

で
、
踊
り
に
な
る
と
、
皆

が
前
に
出
て
い
っ
し
ょ

に
踊
り
、
日
本
人
も
中

国
人
も
い
っ
し
ょ
に
合

唱
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

班
の
代
表
が
何
か
出
し

物
を
し
て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
そ
の
頃
に
な
る
と
中
国

の
人
達
と
も
、
気
軽
に
話
し
、

打
ち
解
け
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
中
国
の
人
が
「
日
本
人
と
中

国
人
は
友
達
」
と
言
っ
た
言
葉
が

今
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
に
僕
は
、
こ
の
研
修

に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕

が
中
国
に
行
く
こ
と
に
協
力
し
て

下
さ
っ
た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
一
生
忘
れ
ら
れ
な

い
、
い
い
思
い
出
が
、
又
一
つ
増

え
ま
し
た
。

多
く
、
歩
き
に
く
か
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
迫

力
と
、
何
千
年
も
の
昔
に
造
ら
れ

た
建
造
物
を
、
僕
は
こ
の
手
で
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
感

動
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
旅
で

一
番
の
思
い
出
は
、

北
京
師
範
大
学
第
二
附
属
中
学
校

へ
の
訪
問
で
し
た
。
僕
の
頭
を
悩

ま
せ
た
の
は
、
そ
の
中
学
校
の
人

達
と
、
英
語
で
話
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
と
て
も
苦

痛
で
大
変
で
し
た
。
最
初
は
、
ほ

と
ん
ど
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
皆

登場r
若者自由塾
ただいま塾生募集中/

4 

0 

若
者
同
志
向
ピ
町
に
住
み
な
が
ら
、
な
か
な
か
顔

を
合
わ
せ
る
機
会
が
な
い
。
「
そ
れ
じ
ゃ
楽
し
い
仲

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
」
と
始
ま
っ
た
の

が
、
こ
の
若
者
自
由
塾
。
平
成
六
年
、
中
央
公
民
館

の
青
年
学
級
の
一
環
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
塾
生
却

名
(
男
性
叩
名
、
女
性
叩
名
)
。
年
齢
も
加
歳
か
ら

訂
歳
と
若
い
(
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
)
。
女
性
の
加

入
も
多
く
、
必
然
的
に
男
性
の
加
入
も
多
く
な
っ
て

い
る
と
か
。

最
初
は
、
ぎ
ご
ち
な
か
っ
た
活
動
も
、
町
外
研
修
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
、
塩
ケ
森
の
花
植
え
、
清
掃
活
動
と

活
動
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
、
仲
間
意
識
が
で
き
て

き
た
。
先
日
の
わ
ら
び
座
公
演
に
も
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
塾
生
が
参
加
し
、
大
活
躍
。

イ
ベ
ン
ト
大
好
き
人
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
志
望
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ん
で
も
こ
い
人
聞
な
ど
個
性
的
な
若
者

が
集
ま
っ
て
「
何
か
や
ろ
う
」
と
今
、
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。

よ
く
「
川
内
町
は
、
若
者
の
顔
が
み
え
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
耳
に
し
ま
す
。
若
者
が
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
の
に
、
地
域
と
の
関
わ
り
が
薄
い
た
め
そ
の
よ

う
に
い
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

こ
の
若
者
自
由
塾
の
活
動
を
み
て
い
る
と
、
川
内
町

も
若
者
の
顔
が
見
え
る
町
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

青
年
団
の
活
動
が
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
。

よ
う
や
く
若
者
の
活
動
の
拠
点
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
こ
こ
を
拠
点
に
若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
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満 1i墳を迎えられる赤ちゃんの写真とコメントを募集しま

す。コメントには名前、住所、生年月目、両親の名前、赤ちゃ

んを紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役場

総務課広報係まで送って下さい。

(鳥の子)

さなえ

白 井 佐 奈 江 さ ん

( 4月1日生)

父・康之母・喜美香

私、おせんべえ大好き!

でも、しぼりたての牛乳は、

もっと好き。

(市場)

まなみ

丹生谷愛美さん
(4月7日生)

父昭二母幸子

少しのんびりやの愛美ちゃん

早くあんよが上手になるとい

いネ!

(下沖)

しようへい

朔平くん

( 4月3日生)

父-悟母・里香

「きゃあ-1しようくんステ

キ-clJ 

「それほどでも一」

宮崎

文
せ
京

校
門
へ
近
道
の
あ
り
青
き
踏
む

佐

伯

芳

女

車
椅
子
押
す
視
線
は
春
の
野
辺

宮

崎

越

路

ひ
た
ひ
た
と
近
づ
く
春
や
雨
の
里

花

山

加

寿

桂
浜
の
小
石
買
ひ
け
り
春
の
旅

菅

野

美

代

春
泥
や
道
路
工
事
の
手
信
号

渡

部

五

月

リ
ハ
ビ
リ
の
世
話
女
房
や
猫
柳

宇
和
川
悠
起

啓
塾
や
納
戸
よ
り
出
す
旅
鞄

渡
部
て
る
み

鳥
つ
い
と
よ
ぎ
る
梢
の
芽
吹
き
か

な

大

石

美

紗

飽
屑
舞
ひ
上
ぐ
庭
や
風
光
る

樋

口

史

子

一
枝
の
梅
愛
で
る
刻
テ
イ
タ
イ
ム

大

下

典

子

花
冷
や
コ
ヒ
館
の
ド
ア
の
鈴

田

中

笹

子

つ臼
『

f
ム

表

防

本土

•••••••• 
---------
E

・'

j
三
月
例
会
蝿
谷
選
j

晩
霜
や
土
こ
ん
も
り
と
ポ
チ
の
墓

戒

能

多

喜

雲
雀
野
や
母
の
手
作
り
握
り
飯

菅

野

美

岬

破
璃
越
し
に
問
光
走
り
春
の
雷

渡

部

栄

樹

土
佐
へ
来
て
鎌
買
ふ
女
初
燕

渡

部

束

穂

雨
の
日
の
室
戸
へ
遠
き
遍
路
か
な

池
川
蝿
谷

¥ 
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桜
三
里
今
昔

曙
橋

見(の
よ(親5
る柱i

ω

ト

T
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検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

曙
橋
は
、
右
の
絵
の
よ
う
に
木

の
橋
で
、
橋
に
屋
根
が
つ
い
た
古

雅
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
総

ひ
の
き
造
り
の
こ
の
橋
も
大
正
は

じ
め
の
こ
ろ
取
り
除
か
れ
、
架
け

替
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
架

け
替
え
ら
れ
た
橋
の
親
柱
が
今
回

見
つ
か
っ
た
も
の
で
す
。

桜
三
里
を
抜
け
高
速
自
動
車
道

が
川
内
ま
で
開
通
し
た
今
、
奇
し
く

も
桜
三
里
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在

で
あ
っ
た
曙
橋
の
親
柱
が
見
つ

か
っ
た
こ
と
は
、
桜
三
里
の
移
り

変
わ
り
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
で
き

ご
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す。

. 

4 

J 
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柳

も

づ

く

吟

社

j
三
月
例
会
喜
撰
亭
選
j

老
い
同
志
労
わ
り
合
っ
て
春
を
待

つ

今

井

清

水

二
度
重
子
気
ま
ま
我
が
ま
ま
許
さ

れ

る

都

築

登

貴

子

お
互
い
に
髪
の
薄
さ
を
嘆
き
合
い

渡
部
佐
久
良

晩
飯
は
俺
が
す
る
か
ら
寝
て
い
ろ

よ

田

島

夢

現

ア
ド
バ
ル
ー
ン
気
ま
ま
に
揺
ら
す

春

の

風

佐

々

木

胡

舟

夕
焼
け
と
馬
子
唄
を
背
に
宿
に
つ

き

田

野

岡

田

州

労
わ
り
と
言
う
甘
え
に
も
勝
つ
孤

独

田

中

若

峯

放
任
へ
気
ま
ま
が
一
人
歩
き
す
る

高

岡

艶

女

薄
く
な
る
髪
へ
ブ
ラ
シ
が
の
め
り

込

み

山

本

紫

芳

ギ
ブ
ス
跡
何
時
も
労
わ
る
く
せ
が

つ

き

篠

森

美

登

里

チ
ョ
ン
ガ
ー
の
気
ま
ま
昼
、
と
き
起

こ

さ

れ

る

山

本

ひ

ろ

志

桜
三
里
の
難
所
の
中
山
越
に
架

か
っ
て
い
た
曙
橋
の
親
柱
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
左
の
写
真
が
今
回

見
つ
か
っ
た
親
柱
で
、
相
之
谷
の

佐
伯
重
明
さ
ん
宅
前
の
水
路
に
渡

し
で
あ
っ
た
も
の
で
す
。こ

と
の
発
端

は
、
教
育
委
員

会
主
催
の
文
化

財
巡
り
(
金
毘

羅
街
道
)
の
記

事
を
読
ん
だ
佐

伯

重

明

さ

ん

が
、
曙
橋
の
親

柱
が
あ
る
こ
と

を
教
育
委
員
会

に
知
ら
せ
た
の

が
は
じ
ま
り
。

さ
っ
そ
く
教

育

委

員

会

で

は
、
親
柱
を
も

ら
い
う
け
、
そ

の
生
か
し
方
を

落
ち
こ
ぼ
れ
気
ま
ま
に
暮
ら
す

ホ

ー

ム

レ

ス

近

藤

十

歩

好
き
な
も
の
気
ま
ま
に
取
っ
て
パ

イ

キ

ン

ヴ

高

瀬

喜

撰

亭

五
月
例
会
ご
案
内

O
日

時

五
月
六
日
(
士
)

午
後
七
時
三
十
分
よ
り

O
場

所

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

。
題①

口

先

②

物

指

③
上
の
空

わ
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

13 



E
M沖
縄
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て

去
る
四
月
四
日
、
ち
ょ
っ
と
経

費
が
嵩
む
の
は
苦
し
い
け
れ
ど
、

E
M
ボ
カ
シ
に
夢
中
に
な
っ
て
い

る
婦
人
会
有
志
五
名
で

E
M元
祖

の
沖
縄
へ
と
出
発
す
る
。

那
覇
空
港
に
着
く
と
見
事
な
蘭

の
花
と
、
め
ん
そ
l
れ
に
迎
え
ら

れ
、
沖
縄
の
空
気
を
全
身
で
呼
吸

す
る
。

「
普
通
な
ら
三
月
に
な
れ
ば
半
袖

な
の
に
、
今
年
は
気
候
も
ど
う
か

し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
」

と
、
ご
一
緒
す
る
七
十
七
才
の
現

地
沖
縄
の
女
性
が
壊
れ
ゆ
く
環
境

を
嘆
か
れ
る
。
四
月
と
い
う
の
に

道
行
く
人
は
川
内
と
変
わ
ら
ぬ
重

ね
着
を
し
て
い
る
。

ふ
と
見
上
げ
る
と
、
も
う
す
っ

か
り
葉
桜
。
沖
縄
で
は
一
月
に
桜

の
花
が
咲
き
、
二
月
に
梅
の
花
が

咲
く
と
の
事
で
あ
る
。

翌
日
よ
り
一
行
は
静
岡
・
東

京
・
川
内
・
沖
縄
の
十
八
名
で
の

交
流
を
し
な
が
ら
の

E
M
視
察
ツ

ア
ー
と
な
る
。

先
ず

E
M応
用
普
及
会
を
訪
れ

E
M全
般
の
知
識
を
仕
入
れ
る
。

次
は
具
志
川
市
立
図
書
館
で
あ

る
。
通
常
の
合
併
浄
化
槽
に

E
M

を
投
入
す
る
事
に
よ
っ
て
、
し
尿

と
雑
排
水
を
浄
化
し
て
水
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
み
、
年
間
百
二

十
万
円
か
か
る
水
道
代
を
六
万
円

に
節
減
し
た
説
明
を
聞
き
、
現
場

視
察
を
す
る
。
な
り
ゆ
き
で
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
た
散
水
用
の
水
を
飲

む
。
「
お
い
し
い
。
」
「
お
い
し
い
。
」

の
声
。
わ
ざ
わ
ざ
、
こ
の
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
た
水
を
汲
み
に
来
る
人

さ
え
い
る
そ
う
で
あ
る
。
浄
化
槽

.ド

に
は
汚
泥
も
溜
る
事
な
く
、
ま
だ

一
度
も
汲
み
取
り
を
し
て
な
い
そ

う
。
ま
た
浄
化
槽
に
漬
っ
て
い
る

パ
イ
プ
付
近
は
ピ
カ
ピ
カ
な
の

に
、
上
の
方
の
パ
イ
プ
に
は
サ
ピ

が
付
い
て
い
る
。

E
M
の
威
力
に

驚
く
。こ

の
他
沖
縄
蘭
研
・
ニ
ワ
ト
リ

牧
場
・
熱
帯
ド
リ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
-
前
田
牧
場
・
富
間
養
豚
・

上
原
養
鶏
と
、
視
察
は
続
く
。

ど
こ
も

E
M
投
入
に
よ
っ
て
の

す
ば
ら
し
い
効
果
を
日
に
し
て
私

達
の
胸
は
高
鳴
る
。
た
だ
二
日
間

と
も
雨
の
洗
礼
を
受
け
、
野
菜
畑

に
入
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
の
は

と
て
も
心
残
り
で
あ
っ
た
。

私
達
は
、
た
だ
公
式
通
り
に

E

M
ボ
カ
シ
を
作
り
、
公
式
通
り
に

生
ゴ
ミ
処
理
を
し
、
そ
の
中
で

E

M
ボ
カ
シ
堆
肥
の
威
力
に
魅
せ
ら

れ
た
平
成
六
年
度
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の

E
M
視
察
ツ
ア

l
で

公
式
か
ら
脱
皮
す
る
事
の
必
要
性

を
感
じ
る
。
自
分
に
合
っ
た

E
M

応
用
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
気
づ
か
さ
れ
た
。

例
え
ば
生
ゴ
ミ
と
言
っ
て
も
固

形
ゴ
ミ
・
廃
食
油
・
液
体
ゴ
ミ
と

あ
る
。
今
ま
で
は
固
形
ゴ
ミ
の
み

に
集
中
し
て
い
た
が
、
廃
食
油
や

他
の
液
体
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て

も
七
年
度
は
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

沖
縄
の
ボ
カ
シ
は
オ
ガ
ク
ズ
を

使
用
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
も
み

殻
は
少
な
い
か
ら
身
近
な
廃
材
の

オ
ガ
ク
ズ
利
用
な
の
だ
。
鶏
を
飼

育
し
て
い
る
家
で
は
鶏
糞
ボ
カ
シ

を
作
っ
て
い
る
。
自
分
の
周
り
の

生
ゴ
ミ
(
固
体
・
液
体
)
を
処
理

し
自
分
の
畑
の
土
に
合
う
堆
肥
利

用
を
し
て
い
る
光
景
に
胸
打
た
れ

た。
ま
た
レ
ン
ガ
の

E
M
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
を
作
り
、
水
洗
ト
イ
レ
の
水

タ
ン
ク
に
入
れ
る
と
汚
れ
が
つ
か

ず
、
水
の
節
約
に
な
る
と
か
。
そ

の
他
に

E
M
培
養
液
や

E
M投
与

に
よ
り
、
家
庭
の
ト
イ
レ
の
浄
化

槽
の
臭
い
が
消
え
る
ば
か
り
か

「
水
が
き
れ
い
で
、
汚
泥
が
な
い

が・・・・・・。」

と
、
汚
泥
汲
み
取
り
の
方
が
驚
い

た
と
も
聞
く
。

・
公
式
か
ら
脱
皮
し
て
自
分
に

合
っ
た
身
の
周
り
の
リ
サ
イ
ク
ル

と
し
て
の

E
M
利
用
を
す
る
。

・
固
形
生
ゴ
ミ
だ
け
で
な
く
、
液

体
ゴ
ミ
の

E
M
処
理
を
し
て
、
ゴ

ミ
の
減
量
と
雑
廃
水
の
浄
化
を
真

剣
に
考
え
る
。

・
ボ
カ
シ
堆
肥
や

E
M
培
養
液
な

ど

E
M応
用
の
勉
強
を
す
る
。

以
上
の
勉
強
を
七
年
度
は
、
町
内

の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
展
開
し
て

い
き
た
い
と
、
心
に
さ
さ
や
き
な

が
ら
飛
行
機
を
降
り
る
。

ツ
ア

l
の
人
達
と
は
記
念
写
真

を
撮
り
今
後
の
交
流
を
約
束
し
て

名
刺
を
交
換
。
名
残
り
惜
し
い
お

別
れ
を
す
る
。

環
境
を
守
り
、
し
か
も
自
分
に

利
益
と
潤
い
の
あ
る
生
活
に
し
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一

緒
に
勉
強
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

-14一

五
月
E
M
勉
強
会
(
ボ
カ
シ
作
り
)

五
月
二
十
八
日
間
夜
七
時
半
中
央

公
民
館
三
階
に
て

ボ
カ
シ
と
石
け
ん
の
販
売
も
し
て

い
ま
す
。

川
内
町
婦
人
会

-
L 



ふ
五
一

祉
.... 

企部三

教
育
長
桜
田
喜
志
男

松

山

地

方

局

河

村

章

六
、
感
謝
状
を
受
け
た
方

松
下
寿
電
子
工
業

K
K

労
働
組
合
松
山
支
部

高
須
賀
カ
ヲ
ル
渡
部
早
子

越

智

富

代

高

岡

繁

子

小

安

ヤ

ス

子

高

石

ミ

ヤ

子

井

上

光

江

勇

文

子

松

本

光

子

名

越

保

一

桑

原

貞

利

国

広

サ

チ

コ

佐

伯

小

寿

枝

武

智

竹

美

渡

部

保

宇

和

川

正

子

渡
部
ヨ
シ
エ
仙
波
幸
枝

丹

幸

子

藤

井

マ

ス

ミ

新

君

子

渡
部
マ
ス
ノ
堀
川
笑
子
仙
一

ボ
ラ
ン
テ
イ
戸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一一
一月
六
日
に
約
百
五
十
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
参
集
を
い

た
だ
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
川

内
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
広
報
「
か

わ
う
ち
」

コ
一
月
号
七
ペ
ー
ジ
の
カ

メ
ラ
レ
ポ
ー
ト
で
報
ぜ
ら
れ
ま
し

た
が
、
催
し
の
内
容
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
日
時三

月
六
日
間

午
前
九
時
l
午
後
三
時

二
、
場
所中

央
公
民
館
大
ホ

1
ル

三
、
主
催川

内
町
社
会
福
祉
協
議
会

四
、
目
的ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
連 推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

携
と
活
動
の
充
実
を
図
る

五
、
来
賓川

内
町
長

森

房
義

. 

波

沢

子

富

久

マ

ス

子

石

田

良

美

黒

川

七

重

菅

野

晴

美

相

原

ハ

ツ

子

篠

原

澄

子

桑

原
悦
子
滝
岡
美
千

香

大

西

操

高

須

賀

ミ

ユ

キ

渡

部

浪

子

仙

波

朋

近

和

田

綱

道

和
田
芳
男
江
戸
清

一

菅
野

政

雄

白

戸

富

士

夫

渡

部

キ

ミ

エ

渡

部

利

武

井

口

光

雄

清
水
信

一

松
木
貞
雄
田
部

誉
子
(
一
団
体
、
四
十
七
名
)

七
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
に
つ
い
て
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

1

亀

田

政

雄

パ

ネ

リ

ス

ト

高

岡

繁

子

高
須
賀
フ
ヂ
エ

ク

山

本

ア

ツ

子

ク

白

戸

正

臣

各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
介
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
と
も
し
び
会
、
給

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
婦
人
会
、
ふ

れ
あ
い
花
の
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
動
機
、
活

動
の
内
容
、
活
動
で
得
た
も
の
、

活
動
上
の
問
題
点
、
今
後
の
抱
負

等
が
熱
心
活
発
に
述
べ
ら
れ
ま
し

ふ
/
』

O

ィ. 

F
h
J
U
 

ま
ご
こ
ろ
銀
行

へ
の
ご
辱
志

本
年
三
月
末
ま
で
に
次
の

と
お
り
「
福
祉
の
た
め
に
役

立
て
て
下
さ
い
」
と
多
額
の

ご
厚
志
が
、
ま
ご
こ
ろ
銀
行

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
預

託
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
名

前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
厚
く
お
札
を
申
し
上
げ

ま
す
。

一
ケ
谷
宇
和
川
仁
也
様

(
故
宇
和
川
美
智
子
様
忌
明

け
)

土

谷

中

川

照

雄

様

(
故
中
川
幸
重
様
忌
明
け
)

則
之
内
大
野
貞
雄
様

(
故
大
野
キ
シ
ヨ
様
忌
明
け
)

一

ケ

谷

片
山
昇

一
様

(
故
片
山
凌
太
郎
様
忌
明
け
)

兵
庫
県
玉
井
周
子
様

川
内
町
婦
人
会
様



-・・・・・園田園圃醐

国
民
年
金

年
金
額
、
が

平
成
七
年
四
月
か
ら

変
わ
り
ま
し
た

あ
な
た
は
年
金
額
の
「
完
全
自

動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
を
ご
存
じ

で
す
か
。

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
と
は
、
年
金
が

長
期
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
将
来
の
生
活
保
障
、
所

得
保
障
と
し
て
の
実
質
価
値
を
維

持
し
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
物
価
上
昇
し
た
場
合
、

そ
れ
に
併
せ
て
年
金
額
を
毎
年
引

き
上
げ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

-・・・・・・圃・・・・・・圃圃-

す。
国
民
年
金
で
は
、
現
在
の
年
金

水
準
を
平
成
六
年
の
法
律
改
正
で

定
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
老
齢

基
礎
年
金
額
は
七
十
八
万
円
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
水
準
を
基
本
に

し
て
毎
年
一
月
か
ら
十
二
月
の
物

価
指
数
が
、
前
年
の
物
価
指
数
に

比
べ
て
変
動
し
た
場
合
に
翌
年
の

四
月
分
の
年
金
額
か
ら
ス
ラ
イ
ド

し
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
物
価
上
昇

が
一
%
未
満
の
場
合
で
も
引
き
上

げ
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
完

全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
平
成
六
年
の
全
国
平

均
の
消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
率

が

0
・
七
%
で
あ
る
こ
と
に
伴

い
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
の
年
金

額
は
、
図
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

し
た
。国

民
年
金
は
年
を
と
っ
た
時
、

万
一
の
事
故
・
病
気
等
に
あ
っ
た

時
の
た
め
に
、
あ
な
た
自
身
ま
た

あ
な
た
の
家
族
の
安
定
し
た
生
活

を
支
え
、
将
来
の
経
済
変
動
に
も

対
応
で
き
る
所
得
保
障
を
確
保
し

ま
す
。

免除

平成 6年改正 | 物価スライド

年額 |月額|年額 i月額

[国民年金 円| 円| 円| 円

老齢基礎年金 1 780，0001 65，0001 785，5001 65，458 

障害基礎年金(1級 1 975， 000 1 81， 2501 981， 9001 81， 825 

(H及 1 780，0001 65，0001 785，5001 65，458 

遺族基礎年金(子 1人)11，004，4001 83，70011，011，5001 84，292 

(基本 1 1 7田 O叩 1， 印 刷 17田 moll6M58
加算 1 1 224，4001118，7001 ' 226，0001' 18，833 

10年年金 1 473，8001 39，4831 477，1001 39，758 

5年年金 1 403，3001 33，6081 406，1001 33，842 

障害年金仕組 1 975，0001 81，2501 981，9001 81，825 

( 2級 1 780， 0001 65，0001 785， 500 1 65， 458 

母子年金(子 1人 11，日04，400183，70011，011，500184，292

1基本 1I 780，0州 165，0州 1785，5叫 165四

母子加算 1 1 224，4001 118， 7001 1 226，0001118， 833 

老齢福祉年金 1 399，6001 33，3001 402，4001 33，533 

国

保

国
民
健
康
保
険
税

の
改
正
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
税
の

一
部
が
国
の
地
方
税
法
等

関
係
法
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し

た。O
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

保
険
税
は
、
世
帯
の
被
保
険
者

の
所
得
、
資
産
、
被
保
険
者
数
等

に
よ
り
決
定
さ
れ
、
最
高
年
関
税

額
(
課
税
限
度
額
)
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
、
最

高
年
間
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

O
低
所
得
世
帯
の
軽
減
対
象
所
得

範
囲
の
拡
大

低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
被
保
険
者
均
等
割
、
世
帯
平

等
割
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
軽

減
世
帯
認
定
の
所
得
基
準
が
引
き

上
げ
ら
れ
、
対
象
所
得
範
囲
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

軽
減
の
内
容
は
、
世
帯
主
及
び

そ
の
世
帯
の
被
保
険
者
の
前
年
所

得
合
計
額
が

①
住
民
税
基
礎
控
除
額
以
下
の

場
合
は
、
六
割
軽
減

②
住
民
税
基
礎
控
除
額
と
世
帯

主
以
外
の
被
保
険
者
数
に
よ
る

加
算
額
の
合
計
額
以
下
の
場
合

は
、
四
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

あ 口 子

本目
区 課税限度額 均等割・平等害Ij軽減基準

ら 子相 ど 分 (最高年関税額) 6 割軽減 4 割軽減

ゆど談内 も ¢住民税基礎控除額
る も 改

相武の人 容 の 住民税基礎控除額 (31 (31万円)

電権人

正 5 0万円
万円)以下の所得世帯

②23万5千円×人数

前
①・②の合計額以下の

主科 権問 所得世帯

題 言古
改

¢住民税基礎控除額

秘賞堕こLす閲にる

本目 住民税基礎控除額 (33 (33万円)

日炎 談
正 5 2万円

万円)以下の所得世帯
②23万5千円×人数
①・②の合計額以下の

後
所得世帯

p
h
U
 

1
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口

日

時

5
月
日
日
間

9
時
l
m
時

口
電
話
番
号
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

O
一
二

O

O
二
五

五

五

O

口
相
談
担
当
者

弁
護
士
ほ
か

v

子
ど
も
の
日
記
念

司
、
全
国
一
斉
無
料
相
談

口
日

土
寸

巳
υ
R月
日
u
口
U
川
川

口

場

所

松
山
市
一
番
町
四
丁
目

一
の
五

愛
媛
弁
護
士
会

(
m
u
@
七
一
一
四
)

※
無
料
・
秘
密
厳
守 日

時
i
m
時

一
週
間

運
動

一

'
5
月
1
日
j

7
日

」

忠

法

週

間

ス
口
l
、ガン

法
ま
も
る

メ

心
が
築
く

よ
い
社
会

V
行
楽
期
の

地
域
安
全
運
動

口
運
動
期
間

5
月
1
日
間
l
叩
日
制
の
間

口
統
一
重
点

O
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
盗

難
防
止
と
被
害
回
復

O
空
き
巣
な
ど
の
盗
難
の
防
止

O
少
年
の
非
行
防
止

口
ス
ロ
ー
ガ
ン

か
ぎ
を
し
た
そ
の
手
、

そ
の
目
で
も
う
一
度

な
お
、
従
来
の
「防
犯
運
動
」
は
、

本
年
よ
り
「
地
域
安
全
運
動
」
と

名
称
が
か
わ
り
ま
す
。

ιーそ、

fv 
じ
で
す
力、

事
業
主
の
み
な
さ
ん
ヘ

V

労
働
保
険
料
の

申
告
・
納
付
は

お
済
み
で
す
か

労
働
保
険
料
(
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
)
の
年
度
更
新
手
続
は
、

4
月
1
日
か
ら
5
月
日
日
ま
で
で

す
。
正
し
い
申
告
・
納
付
を
お
早

め
に
〆

申
告
・
納
付
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
労
災
補
償

課
(
岱
@
一一一

O
こ

愛
媛
県
雇

用
保
険
課
(
宮
@
一一一一

一
)
ま

た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
。

V

廃
船
指
導
票
制
度

が
全
国
導
入

ノ. 

平
成
七
年
四
月
か
ら
廃
船
指
導

票
制
度
が
全
国
に
導
入
さ
れ
ま
し

Jμ

。こ
の
制
度
は
、
船
舶
の
投
棄
防

止
と
廃
船
の
適
正
処
理
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
背
景
に
は
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ

1
ト
を
中
心
と
す
る

F

R
P
(繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
)

製
廃
船
の
増
加
と
処
理
体
制
の
未

整
備
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し

た。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
の
働
き

か
け
で
本
年
4
月
に
県
内
沿
岸
市

町
村
に
お
い
て
、
廃
船
所
有
者
の

処
理
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
、

助
言
・

指
導
を
行
う
窓
口
が
整
い

土品
7
し
れ
~
。

廃
船
指
導
票
(
下
図
参
照
)
は
、

船
舶
の
使
用
可
能
性
、
係
留
及
び

管
理
状
況
等
か
ら
客
観
的
に
判
断

し
て
、
何
人
の
管
理
支
配
も
及
ん

で
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
船
舶
に

貼
付
し
、
廃
船
の
関
係
者
に
適
性

処
理
を
促
す
も
の
で
す
。

松
山
海
上
保
安
部
と
し
ま
し
て

は
、
同
制
度
の
施
行
を
機
に
、
改

め
て
管
内
の
自
治
体
等
と
連
携
を

深
め
、
廃
船
の
不
法
投
棄
防
止
と

適
正
処
理
の
促
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。な

お
、
悪
質
な
事
犯
に
つ
い
て

は
、
検
挙
を
も
っ
て
臨
む
方
針
と

し
て
お
り
ま
す
。

. 廃船指導票

この船舶の状態は、海洋汚染及び海洋災害の防止に関する法律第

43条第 l項(船舶の廃棄の禁止)の規定に違反しているので、関係

者は、適正な処分又は管理を早急に実施するとともに、下記まで連

絡して下さい。

年 月 日 海上保安

I!I 

本件に関するお

問い合わせ

松山海上保安部

警備救難課

ft0899-51-1197 

ヮ，
a



川
内
町
有
線
放
送
電
話
の

加
入
者
異
動
の
お
知
ら
せ

三
月
中
の
有
線
放
送
電
話
加

入
者
の
異
動
は
次
の
と
お
り
で

す
。

O 
加

入

市

土場

奥
村

周
策

五
八
O

免

f呆

新

徳
男

七

月予防接種計画表
予防擁挽名 ポリ オ'1ワ クチン投与 ご三係 :ジ7テリア剤事盟 百H喧jf見合予防後後 風疹 f三FIはしか)一予防接穏

(1包JEI対象者〉 平成 7年 5月12日(金)午後2時-3時 平成 7年 5月29日 (木)

後緩日時
平成 7年 5月9日(火) 午後2時一 3時 午後 2時-3時

(2凶目対象者}

平成 7年 5月11日(木)午後 2時一 3時

J幸徳場所 健康センタ -2階集団検診室 健康センター 2階集団検診室 健康センタ 2回集団検診室

生後 3カ月 -90カ月で 2凶服用していな 生後12カ月 -90カ月で 1期初回を 3凶及 18カ月以上9Cカ月未満で風疹にかかって

い者。 びl年後の 1期追加を受けていない者。 いない者。

対象 t 服用間隔は 6週間以上あけますので 5月 なお、百日咳にかかったことのはっきりし すでにMMR (麻疹・風疹・おたふくか

に2凶の服用はできません。 ている場合は二穂 (ジ7テリ了。破傷風)混合 ぜ)の混合ワクチンを接種している方は

卜痢をしている場合は次凶にして下さい。 で実施できますので受付で申し出て下さい。 接種の必要はありません。

-当日 は、会場で体温を計ります。 -当日は、会場で体温を計ります。 -当日は、会場で体温を計ります。

-予防接種を受けますと 1カ月は他の予 -予防接種を受けますと 1週間は他の予 -予防接種を受けますと 1カ月は他の予
法政 'fiJfl 

防接種を受けることができませんむ 防接種を受けることがマきません。 防接種を受けることができません。

-当日の入浴は差しっかえありません。 目当日の入浴は差しっかえありませんc -当日の入浴は差しっかえありませんc

持参 dl， -母子健康手帳、印鑑、体温計 -母子健康手帳、印鑑、体温計 -母子健康手帳、印鑑、体温計

平成 7年 4月より F防接種の対象が変更になりました。お子様の母子健康手帳をもう一度よく見られ、まだ接種していな

い予防接種は早めに接種してください。
!荷 jj' 

なお、ご不明な d占がありましたら、健康センター保健婦までお問い合わせ下さい。

健康センター 電話 66-2191 (有線)5833 

5 

66-4989 

3130 

収集曜日 H叉 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木 東谷・西谷(井内を除く)
t声ー捗- 土谷.i骨川 ・天神 ・鳥の子・横灘団地 5月4日(木)は収集を休みます

司司""~ . "" ."“自._-----

木 井内

火・金 北方・南方
5月5日(金)を 5月6日(土)に収集-ー.-司崎合岨_.旬開同..が ー崎M

奥松瀬川火

週 水・土 前松瀬川(鳥の子を除く)
5月3日(水)を 5月2日(火)に収集

町筋(天神を除く)

電話

有線
清掃センター5月ごみ収集計画表

1 .ちえ，~ごみ

2.ちえ，0い・有資源ごみ

~X 集 I也 域 カフス・空ビン類 空き缶等金物類 有 資 j原 守 み£ー

東奇・西谷(井内を除く)
5月8日(月) 5月22日(月) 5月15日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 5月9日(火) 5月23日(火) 5月16日(火)

前松瀬川(鳥の子を除く)
5月10日(水) 5月24日(水) 5月17日(水)

町筋(天神を除く)

井内・土奇・滑川 5月11日(木) 5月25日(木)

ι 

。
0
0
 

1
i
 

源資tl せかf
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m
 

み
e .... 

'-tl れてく〉捨



5月 健康センターだより

9日開 1 ~1) オ生ワクチン投与口面白対象)
受付午後 2:00-3・00 健康センター

11日 (木 ポリオ生ワクチン投与(2回目対象)
受付午後 2:00-3:00 健康センタ-

]2日 制 l三種(二種)混合予防接種
受付午後 2:00-3:00 健康センター

17日 (水 もぐもぐ教室(離乳食講習会)
午後1:30-3:00 健康センター

19日 制 |こころの健康相談 午前、9:30-12:00 健康センター
精神障害者家族教室 午後1:30-4:00 健康センター

22日間 |滑川健康相談 午前 9:30-10:20 海上集会所
午前10:30-11:30 九騎
午後1:00-2:00 生活改善センタ-

25日 制 | 歯科検診、フッ素・サホライド塗布
(受付午前 9:0日 0:00 健康センター
受付午後 1:00-2:00 健康センタ-

30日伏風疹予防接種 受付午後 2:00-3・00 健塵土一三)1-
一毎週万曜.Ef...1不用天引取り一一一一一一一 平前 8:30-10:00 健康センター

|野犬買い上げ
毎週水曜日|健康相談 午前 9:00-12:00 健康センター

母子健康手帳交付
機能回復訓練 午後1:00-3:00 ガリラヤ荘

当番!芸噂 | 
5月3日 |重信クリニック 重信町志津川 ft64-1188 

4 U 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 公64-2411
5日|岸本医院 川内町北方 公 66-5670
7日|西村内科 重信町志津川 ft64-2461
14日 |辻井循環器科内科 重 信 町 田 窪 ft64-0013 
21 f3 藤石病院 重信町志津 川 ft64-1234

.......??c日...J..1:1![丹時三一一白世一一一一 一訟山市宵-梅本町一。m:i:-:-.??cu一一

(問い合わせ先) 健康センタ ft66-2191 有線 5833

救急病院案内 ft64-5632 (テレホンサービス)
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n'わうち

~尚

塩ケ森

ふるさと公園

くきむ

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

夜

桜

昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
塩
ケ
森
ふ

る
さ
と
公
園
の
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
。
昨
年
は
、
突
然
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
演
出
に
驚
き
な
が
ら
も
感
動

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
待
ち
わ
び
た
人

も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

P
7
か
。今

年
も
四
月
十
日
か
ら
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
(
午
後
七
時
か
ら
午
後
十

時
ま
で
)
さ
れ
、
町
内
の
方
だ
け
で

な
く
町
外
か
ら
の
花
見
客
も
加
わ

り
、
塩
ケ
森
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
昨
年
の
渇
水
の
影
響

か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
桜

の
開
花
数
が
心
な
し
か
少
な
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
夜
空
に

照
ら
し
出
さ
れ
た
桜
の
花
は
、
そ

ん
な
こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
幻
想

的
な
美
し
さ
で
す
。

夜
桜
と
夜
景
。
現
実
の
生
活
か

ら
は
な
れ
、
夢
の
世
界
じ
い
る
よ

う
な
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
て
し
ま
う

塩
ケ
森
で
し
た
。

• 

20 

野の花

ヒメオドリコソウ
Lαmium purpureum 

• 

花期 4-5月。道端や田に生える越年草。

臥州原産の帰化植物。日当りのよい肥沃な土地を好む。

桜の花が満開の 4月8日。日和に誘われて、

桜の花を見に、町内を回った。北方から松瀬)11に

かけて、バイクで春風を受けながら見て回った。

ちょうど吹上池からガリラヤ荘の桜を見ながらバ

イクを進めていた時、ふと、足元に目をやると、

ホトケノザの群生のなかに同じぐらい小さな花の

群生が自に入った。緑の野にあって、その紅紫色

の葉が印象的で恥、その名のとおり、オドリコソウ

の花を 1r.-ほどに縮めたような形をしている。

なりは小さいけれど、どこでも「はちこる」生活

力の旺盛な野草である。


